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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に供給するための照明光を放射する光源ランプが内蔵されて、上記光源ランプを
交換するために外部から開閉されるランプ交換扉が外壁部に設けられた内視鏡用光源装置
において、
　上記ランプ交換扉が開かれた状態のときに、上記ランプ交換扉を、上記光源ランプの射
出端の前方側に隣接して配置されている部材と上記光源ランプの射出端との間に挿入可能
としたことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　上記ランプ交換扉が、回転軸を中心に回動自在に設けられると共に上記回転軸に沿って
スライド自在に設けられていて、上記回転軸を中心にして回転させることにより開閉させ
ることができると共に、上記回転軸に沿ってスライドさせることにより、上記光源ランプ
の射出端とその前方側に隣接して配置されている部材との間に挿入することができる請求
項１記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　上記ランプ交換扉に、上記回転軸が軸線と垂直方向にスライド自在に係合する溝が形成
されている請求項１又は２記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　上記ランプ交換扉が、上記回転軸に沿ってスライド移動させることにより上記光源ラン
プの照明光射出光路を垂直に横切る状態になる請求項１、２又は３記載の内視鏡用光源装
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置。
【請求項５】
　上記光源ランプの射出端の前方側に隣接して配置されている部材が、上記光源ランプか
ら射出された照明光を収束させるための収束レンズ又は上記照明光を遮るためのシャッタ
機構である請求項１、２、３又は４記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用光源装置には、内視鏡に供給するための照明光を放射する光源ランプが内蔵さ
れると共に、光源ランプが寿命になった時などにランプ交換をするために外部から開閉さ
れるランプ交換扉が側壁部に設けられている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１０２１６１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上述のような内視鏡用光源装置においては、光源ランプを交換するためにラン
プ交換扉を開いてそこから光源装置内部に手や工具等を差し込むと、それが光源ランプの
前方側に隣接して配置されている収束レンズやシャッタ機構等に触れて、レンズやシャッ
タ機構等を汚したり破損してしまう恐れがある。
【０００４】
　そこで本発明は、ランプ交換扉を開いてランプ交換を行う際に、光源ランプの前方側に
隣接して配置されている収束レンズやシャッタ機構等を汚損する恐れのない内視鏡用光源
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡に供給するための照
明光を放射する光源ランプが内蔵されて、光源ランプを交換するために外部から開閉され
るランプ交換扉が外壁部に設けられた内視鏡用光源装置において、ランプ交換扉が開かれ
た状態のときに、ランプ交換扉を、光源ランプの射出端の前方側に隣接して配置されてい
る部材と光源ランプの射出端との間に挿入可能としたものである。
【０００６】
　なお、ランプ交換扉が、回転軸を中心に回動自在に設けられると共に回転軸に沿ってス
ライド自在に設けられていて、回転軸を中心にして回転させることにより開閉させること
ができると共に、回転軸に沿ってスライドさせることにより、光源ランプの射出端とその
前方側に隣接して配置されている部材との間に挿入することができるようにしてもよい。
【０００７】
　また、ランプ交換扉に、回転軸が軸線と垂直方向にスライド自在に係合する溝が形成さ
れていてもよく、ランプ交換扉が、回転軸に沿ってスライド移動させることにより光源ラ
ンプの照明光射出光路を垂直に横切る状態になるようにしてもよい。
【０００８】
　また、光源ランプの射出端の前方側に隣接して配置されている部材が、光源ランプから
射出された照明光を収束させるための収束レンズ又は照明光を遮るためのシャッタ機構で
あってもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ランプ交換扉が開かれた状態のときに、ランプ交換扉を、光源ランプ
の射出端の前方側に隣接して配置されている部材と光源ランプの射出端との間に挿入させ
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ることができるので、ランプ交換扉を開いてランプ交換を行う際に、光源ランプの前方側
に隣接して配置されている収束レンズやシャッタ機構等を汚損する恐れがない優れた効果
を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　内視鏡に供給するための照明光を放射する光源ランプが内蔵されて、光源ランプを交換
するために外部から開閉されるランプ交換扉が外壁部に設けられた内視鏡用光源装置にお
いて、ランプ交換扉が開かれた状態のときに、ランプ交換扉を、光源ランプの射出端の前
方側に隣接して配置されている部材と光源ランプの射出端との間に挿入可能とする。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡用光源装置の外観図であり、筐体内に内蔵された光源ランプ１の射出端の
前方には、図示されていない内視鏡の照明用ライトガイドの入射端を差し込み接続するた
めのライトガイドコネクタ受け２が配置されており、ライトガイドコネクタ受け２に照明
用ライトガイドの入射端を接続することにより、光源ランプ１から放射された照明光が照
明用ライトガイドに供給される。３は信号コネクタ受けである。
【００１２】
　内視鏡用光源装置の筐体の側壁４には、内蔵されている光源ランプ１と位置を合わせて
ランプ交換用開口部５が形成されていて、光源ランプ１を交換する際に外部から開閉され
るランプ交換扉１０がランプ交換用開口部５を塞ぐ状態に取り付けられている。
【００１３】
　図３は、光源ランプ１とランプ交換扉１０とを含む部分の平面断面図であり、光源ラン
プ１は、放熱用の一対のヒートシンク１Ａに着脱自在に支持されており、光源ランプ１の
射出端の前方側に隣接する位置には、光源ランプ１から放射された照明光を収束させるた
めの収束レンズ７が照明光路と光軸を合致させた状態に配置されている。７Ａは、収束レ
ンズ７を保持するレンズホルダーである。
【００１４】
　また、収束レンズ７のさらに前方位置には、収束レンズ７を通過した照明光の光路面積
を制御するための遮光絞り８が配置されており、その遮光絞り８を駆動するための絞り駆
動機構８Ａがレンズホルダー７Ａの横に隣接して配置されている。
【００１５】
　ランプ交換扉１０は、単体の状態を図示する図４に示されるように、上下両辺部が各々
内方に直角に折り曲げられていて、その部分に一対の直線溝１１が互いに上下に向かい合
う状態にほぼ全長にわたってランプ交換扉１０の外壁と平行方向に形成されている。
【００１６】
　そして、一対の直線溝１１にはそれに対して垂直な向きに一本の真っ直ぐな棒材からな
る回転軸６が緩く係合している。回転軸６は上下両端において筐体の側壁４側に固定され
ており、上下に二分割されたもの等であっても差し支えない。
【００１７】
　その結果、ランプ交換扉１０は図４に矢印Ａで示されるように回転軸６を中心に回動自
在であると同時に、矢印Ｂで示されるように回転軸６が直線溝１１内で移動可能な範囲に
おいてスライド自在である。１２は、ランプ交換扉１０が閉じた状態の時にその状態をロ
ックするための公知のロック摘まみである。
【００１８】
　図３に戻って、９は、ランプ交換扉１０をスライドさせる際のガイドとなる案内溝であ
り、光源ランプ１の射出端と収束レンズ７との間の位置に、光源装置の床面に沿って側壁
４に対して略垂直をなす向きに形成されている。なお、この実施例においては、案内溝９
は後述する図６に図示されるように光源装置の床面にごく近い部分のみに形成されている
。図６に示される６Ａは、回転軸６を上下両端部分で側壁４に固定する固定金具である。
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【００１９】
　このように構成された実施例の内視鏡用光源装置において、光源ランプ１を交換する必
要が生じたときには、ロック摘まみ１２を開放状態にし、図５に示されるように、回転軸
６を中心にランプ交換扉１０を開状態に回動させてから、図１に示されるように、ランプ
交換扉１０を案内溝９に沿ってスライドさせて光源ランプ１と収束レンズ７との間に挿入
された状態に格納する。図６は、その状態の側面図である。
【００２０】
　その結果、光源ランプ１を交換するためにランプ交換扉１０を開いてそこから光源装置
内部に手や工具等を差し込んだ時、光源ランプ１の前方側に隣接して配置されている収束
レンズ７とそのレンズホルダー７Ａや遮光絞り８とその絞り駆動機構８Ａ等に触れること
がランプ交換扉１０によって阻止されるので、収束レンズ７や遮光絞り８等を汚したり破
損する恐れがない。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用光源装置のランプ交換扉が格納された状態の平面断面
図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用光源装置の外観斜視図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用光源装置のランプ交換扉が閉じた状態の平面断面図で
ある。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用光源装置のランプ交換扉の斜視図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡用光源装置のランプ交換扉が開かれた状態の平面断面図
である。
【図６】本発明の実施例の内視鏡用光源装置のランプ交換扉が格納された状態の側面図で
ある。
【符号の説明】
【００２２】
　１　光源ランプ
　４　側壁
　５　ランプ交換用開口部
　６　回転軸
　７　収束レンズ
　７Ａ　レンズホルダー（光源ランプの射出端の前方側に隣接して配置されている部材）
　８　遮光絞り
　８Ａ　絞り駆動機構（光源ランプの射出端の前方側に隣接して配置されている部材）
　９　案内溝
　１０　ランプ交換扉
　１１　直線溝
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